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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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自己評価項目
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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

Ⅴ アウトカム項目

グループホームいずみは、相鉄のいずみ野線「いずみ野駅」からバス停２つ目の
「松陽高校前」から徒歩５分ほどの畑に囲まれた自然豊かな場所にあります。
＜優れている点＞
毎月、変化に富んだ行事やレクリエーションを実施し、楽しい日々を送っていま
す。初詣から始まり、桜の花見、地域のこいのぼり大会などには手作りのおせち料
理や重箱弁当を持参して出掛けています。レストランでの外食など地域との交流も
盛んです。広い駐車場での流しソーメン大会や夏の子ども神輿、小学生の子ども落
語、民生委員の奥様達の日本舞踊などボランティアの協力も活発です。これらのポ
スター作りは利用者と職員が一緒に作成しています。食事の後片付けや食器洗いな
ど、利用者が自宅での役割のように手伝っています。敬老の日には職員から利用者
一人ひとりにお礼の気持ちを込めた感謝状を贈っています。利用者の居室には晴れ
がましいように感謝状を飾っています。リビングの目標にある「主役は入居者様、
安心して生活していただけるようサポートして笑いのある活き活きした毎日を支援
する」を職員は日々実践しています。
＜工夫点＞
職員会議をはじめ、衛生委員、防災委員、接遇委員など責任ある分担制を敷いてい
ます。職員からの意見や提案が活発になり、職員一人ひとりのレベルアップにもつ
ながっています。利用者の担当職員が決まっていて利用者との馴染みの関係が深
く、家族との話し相手になり、信頼関係も築かれています。

グループホームいずみは、入居者様の気持を大切にしながら、「ゆっくり、一緒に楽
しく」をモットーに、天気の良い日には庭にでて、お茶を楽しんだり散歩をしたりと
穏やかな日々を送っております。レクリエーションの一環として、ペットボトルの
キャップを利用し共同作業として毎月季節のかざり絵を制作しております。地域との
交流を図り夏祭り（子供みこし）盆おどりに参加をし交流を深めています。月々の行
事やイベントを入居者様、ご家族様や近隣の方々と共に楽しんでいます。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　○　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームいずみ

1F　かぼちゃ

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホームいずみ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

会議を通して地域との交流を深めるこ
とができ、地域の方々の情報を得なが
ら指導をいただいています。
年２回他のホームと共同開催をして情
報交換を行っています。

年６回、区や地域包括支援センターの
職員、民生委員、自治会長、家族など
が参加し、現状の活動状況やサービス
支援について報告しています。参加者
からは質問や要望など出され、双方的
な会議となっています。ボランティア
の活用も提案されます。

運営推進会議を通し情報提供を行うと
ともに、空室のファックスを送信し協
力を得ています。生活担当者とは、連
絡を密にして相談指導を受けていま
す。

区の長寿福祉課や生活保護担当の職員
とは日常的にケアサービスの取組みや
問題解決など情報交換や指導を受けて
います。グループホーム連絡協議会や
地域包括支援センター主催の研修会を
通じて交流を深め、協力関係を築いて
います。

地域の催し物にも参加し、ホームでの
行事に地域の方をご招待してふれあい
を大切にしています。

運営推進会議に参加する委員を通して
地域の行事や祭りなどに参加し、顔馴
染みになっています。毎月ホームで行
う行事には、地域の獅子舞や日本舞
踊、子供神輿などがあり、流しソーメ
ンやハンドベル演奏などは一緒に楽し
み、交流が盛んに行われています。

　

ホームの新聞「ふれあい」を自治会の
回覧板に入れてもらったり、掲示板に
も掲示してもらいホームの理解を得て
います。

　

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念は玄関と事務所の目の届く場所に
掲示し、毎月会議の中にて月々の目標
を決め、朝の申し送り時に再確認し必
要に応じて話し合いの場を設けていま
す。

ホームの理念とともにスタッフ会議で
日常の支援に対する具体的な毎月の介
護目標を決め、玄関や事務所に掲示し
ています。毎朝の申送り時に利用者一
人ひとりが「ゆっくり楽しく」をモッ
トーに自立した日常生活を送れるよ
う、支援しています。

株式会社フィールズ



グループホームいずみ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

成年後見人制度を既に利用している入
居様については、後見人と情報収集・
一般状態などの様子を連絡をし合って
います。

入居を決める前に、出来る限り利用者
様やご家族に見学に来ていただき、施
設の雰囲気などで不安の軽減に努めて
います。契約時にも時間をとり説明し
疑問にこたえて安心して頂けるよう心
掛けています。

入居時にも丁寧にお話をしています。
又、意見箱も設置して気をつけて確認
し、ご家族に意見・要望を聞く機会を
つくり早期対応に心がけています。

年２回の家族会や年６回の運営推進会
議など家族から意見や要望など把握す
る機会が多くあります。参加が困難な
家族も「家族からの要望」のアンケー
トにより意向を聞き、ケアに反映して
います。利用者に対して担当の職員を
決めています。

研修に参加し、職員会議にて報告し、
虐待防止を共有し、精神的な苦痛への
配慮をしてカンファレンス時など共通
認識に努めています。（声かけの仕
方・言葉づかいなど）

家族会の意向をふまえ、外部からの不
審者の侵入？の心配もあり、安全の為
玄関と各階の入口は施錠することとな
りました。

外部研修や内部研修により身体拘束の
防止や言葉による弊害についても接遇
委員会で話合い、確認しています。家
族会の要望により施錠していますが、
毎日散歩に出かけたり、多彩な体操や
レクリエーションにより抑圧感のない
支援を心掛けています。

株式会社フィールズ



グループホームいずみ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

入居相談後、実調に伺い実情を把握
し、まずご本人との信頼を築きます。
入居後、行動や表情の変化を見守り声
かけなど寄りそい、不安を和らげるよ
うにしています。

運営推進会議を年２回合同で実施し、
情報交換しています。防災訓練にも他
施設に参加し、意見交換を行い良いと
ころ等を取り入れてゆくようにしてい
ます。

外部の研修には積極的に参加し、法人
内では内部研修としてスキルアップを
目的にユニット内の交換研修を実施、
全職員のケア、知識向上に努めていま
す。

全体会議やユニット会議にて意見を出
し合い検討し業務に反映しています。
必要に応じて本社からも担当者が同席
し意見や提案を取り入れ反映させてい
ます。

組織体系を明確化して縦の連絡を速や
かにし、職員会議の他、衛生委員、防
災委員、接遇委員など責任ある分担制
を敷くことにより横の連絡もスムース
で意見や提案を取りあげています。職
員一人ひとりのレベルアップにもつな
がっています。

年間休日１２０日の確保とシフトには
融通性を持たせ働きやすいようにして
います。
突然の欠勤には、シフト上工夫をこら
し人数的に確保できるようにしていま
す。

株式会社フィールズ



グループホームいずみ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

入居前の隣人や友人など気軽に訪問し
ていただけるような雰囲気作りに努
め、交流ができるようにしています。
馴染みの美容院などに家族の同伴をお
願いし、ホーム以外の方々と接するこ
とができています。

利用者の中には近隣の方も多く、家族
と自宅へ外出したり、知人に会ってき
たりしています。行き慣れた美・理容
院に出掛けたり、スーパーで買物をし
ています。友人なども気軽に訪問でき
る雰囲気作りに努め、これまでの関係
を大切にしています。

できることは自分でやってもらい、掃
除洗濯物干し、自室のカーテンの開閉
や食器拭きなど主体的に動けるよう共
に行っています。

毎月家族に近況のおたよりを出し、共
に本人を支えていく関係を築いてゆき
ます、そのたよりに行事の写真を同封
しています。行事と家族会を同一に行
い、多くの方の参加ができるよに組ん
でいます。

家族の思いに耳を傾け話しやすい雰囲
気作りをし、家族の不安をとりのぞけ
るよう頷き理解を深めてゆきます。
見学時廊下に貼ってある年間行事の写
真を見ていただき、ホームの理解の一
助としています。

グループホームはどのような場所であ
るかを伝え理解していただき、ご本人
の状態や家族の心境など配慮しサービ
スに努めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

一人ひとりの生活のリズムをくずさな
いように、現状把握に努めています。
日々の個別行動や小さな変化を見逃さ
ず状況を把握してゆく。

意志疎通が困難な方には、表情や日々
の行動から思いや意向を明確に把握で
きないことがあり、ジェスチャーやご
家族の協力を得ながら、少しでも本人
の思いや希望等把握できるように務め
ています。

利用者の日々の会話や外出した時など
の行動や反応などからして欲しいこと
やしたいことなど汲み取っています。
自分で出来ることを大切に日々の役割
のある生活をすることにより、活力を
引き出すようケアプランに反映してい
ます。

ご本人、ご家族を通して入居前までの
状況を把握し、その人らしい生活がで
きるように支援しています。

退去した後でも、行事に招待したり又
次の入居先へ訪問・面会に職員が出掛
け交流の場としています。郵便物の返
送の折には、近況を伺っています。

テーブルを囲み会話をしたり、ゲーム
やレクリエーションを楽しんでいま
す。又、外気浴をしながら開放的な気
持ちになり、仲間意識が保てるように
支援しています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

定期的なボランティアの訪問、民生委
員、地域代表や包括支援センターの運
営推進委員会を通して、地域への参加
が充実しつつあります。

訪問内科による健康管理をもとに、訪
問看護との連携をはかっている。
週に１回の訪問歯科があります。
従来からのかかりつけ医の受診もおこ
なわれている。眼科など他の医療機関
への受診にも努めています。

協力医による定期的な往診、週に１度
の訪問看護があります。本人及び家族
の希望により、今までのかかりつけ医
を受診している利用者もいます。夜間
や休日などの連絡体制、急変時の通院
の送迎、付添いなどにも適切に対応し
ています。

個別にファイルを用意し、食事・水分
量・排泄等身体的状況を記録し把握
し、勤務開始前に必ず確認していま
す。

地域包括支援センターや行政機関とも
連絡をとり、支援の充実を図ります。
できる限り個別のニーズに沿って支援
に努めます。

日常の変化など職員間で連絡を密に
し、アセスメント・ケアカンファレン
ス・申し送りを通して課題をつかみ、
モニタリングなどで次の介護計画に反
映しています。

日常の生活や外出した時の行動、自立
度など担当職員を中心に職員が共有す
る申し送りノートなどからケアカン
ファレンスで本人や家族の思いと整合
しているか、サービスの内容を振り
返っています。変化があれば随時見直
しをしています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

１・２階合同で毎月１９日に自主防災
訓練を実施している。又、地域の住民
の参加、消防署の協力を得ながら訓練
を行っています。

消防署の協力の下、近隣住民参加の避
難訓練を実施しています。非常時に備
えて水、アルカリ飲料、飴、乾パン、
リハビリパンツ、毛布を備蓄していま
す。職員家族の手作りによる頭巾をリ
ビングの目に付くところに設置してい
ます。

本人・家族の意向を話し合い、本人の
負担が少なく安心して医療機関との連
携体制を充分にし、利用者の状態変化
に応じて、その都度話し合いを重ね、
適切と思われる方法で取り組んでいま
す。

利用者・家族と話し合い、希望や身体
状況に合った選択ができるように指針
を交わし、支援しています。協力医と
の連携、法人本部の見解のもと、終末
期に向けた支援体制について職員間で
話合いを重ね、取り組んでいます。

救急・応急のマニュアルは、見易い場
所に貼り出しています。職員は研修会
に参加し、他職員にも報告・伝達し勉
強会を行っています。

入居者様の体調の変化時には、夜間を
問わず病院の看護師や訪問看護師に連
絡を入れ指示・助言を頂き安全に努め
ています。

入退院時、病院にて家族と医師との話
し合いに同席し、情報収集を行い治療
が速やかに出来るよう支援を行ってい
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

下ごしらえを出来ることは手伝ってい
ただいたり、味見をしていただいた
り、後片づけは当番を決めて行ってい
ます。

食材は給食業者から調達し、福祉メ
ニューをアレンジしています。年間行
事は多く、おせち、（団子粉＋きび粉
使用の）雑煮、雛祭り寿司、花見弁
当、鯉のぼりを模ったケーキ、流しそ
うめん等、全て手作りで四季の味覚を
楽しめるよう工夫しています。

一人ひとりの体調や気持ちは変化があ
るので、個々の思いを大切に強制しな
い支援を行っています。

着替えは基本的に本人が決めていま
す。支援が必要な場合は職員が手伝っ
ています。理美容は訪問理美容を利用
しているが、行きつけの美容院へ行っ
ている方もいます。

入居者様一人ひとりの人格や気持ちを
考え、尊敬の念を持って接していま
す。入居者様の情況を十分に理解し、
プライバシーを損わないような声かけ
を行っています。

職員は利用者の幸せを考えながら、一
人ひとりの人格を尊重し、常に優しい
言葉かけと対応を心がけています。声
をかける時は馴れ馴れしくならないよ
う、丁寧にするよう注意しています。
入浴・トイレへの誘導もさりげなく
行っています。

利用者様に合った声かけをし、日常生
活の中での希望を聞き、ご自分で決め
て頂けるように支援しています。例え
ば、飲み物などは何が飲みたいかいく
つかの中から選べるよう提案していま
す。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

一日の水分量を把握し、外気浴や室内
でのリズム体操を取り入れ、便秘にな
りがちな方にはヨーグルト・牛乳など
飲水して頂き対策に取りくみとしてい
ます。

週３回以上の入浴を実施しています。
着替え選びから入浴、浴後のケアまで
本人に合わせて行っております。季節
感のある入浴を楽しんでいただいてい
ます。

入浴を拒否することはなく、利用者は
皆入浴を楽しんでいます。朝風呂を希
望する利用者にも対応するなど生活習
慣や気持ちを尊重し、本人に合わせて
います。職員は自宅の庭の柚子や菖蒲
を持参し、利用者が季節感を感じられ
るよう配慮しています。

口腔ケアは習慣とし、職員が見守りケ
アができるよう声かけ支援し、定期的
に訪問歯科を受診し医師と連携し、清
潔保持に留意し病気の予防につなげて
います。

排泄チェック表を使用し、尿意のない
利用者にも時間を見計らって誘導する
ことにより、トイレで排泄出来るよう
支援している。あからさまな誘導では
なく、さりげなく声かけをしていま
す。

自立している利用者もいますが、見守
りながら支援しています。排泄チェッ
ク表でパターンを分析、把握しながら
自然なトイレ誘導を行っています。退
院後、トイレでの排泄を大切にした支
援の結果オムツを外すことが出来た改
善事例もあります。

食事の形態、量など本人の状態を把握
し食べやすく提供しています。食事
量、水分量は記録し不足のないように
努めています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

買物には職員が同行し、支払いは見守
り支援を行っています。

毎月の手作りカレンダーを入居様の共
同作業で行っています。毎朝の掃除は
個々の力に合わせ役割が決まってい
て、生活の一部となり習慣化されてい
ます。

散歩に出掛け気分転換をはかったり、
敷地内の畑に野菜の収穫に楽しむ。天
気の良い日には外気浴で、楽しみとし
ています。

敷地内の駐車場は大変広く、多くの行
事や外気浴を楽しめるスペースにも
なっています。畑での野菜の収穫とと
もに、周辺の梅、桜、紫陽花、銀杏、
果樹園等を愛でながらの散歩は豊かな
自然環境の中での利用者の楽しみごと
となっています。

時季に合わせて、室内の温度調節し安
眠できるように配慮しています。
短い時間の午睡を取り入れています。
日中は体を動かすように、体操・レク
リエーション等を工夫しています。

医師の指示により服薬しています。
服薬時は氏名の確認し、確実に服薬で
きているかの確認をしています。
処方変更時は、申し送りノートに記載
し職員全員が把握できるようにしてい
る。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

使い慣れた家具を置いたり、写真を置
いたりして、安心し穏やかに過ごして
もらえるようにしています。
ご家族等の面会時には、テーブルを設
置しお茶を楽しみ会話をされるよう雰
囲気づくりを行っています。

利用者はお気に入りの家具を置き、好
みのカーテンを使用しています。家族
写真や手芸品を飾ったり、趣味の将棋
を居室のＰＣでゲームで楽しんでいる
利用者もいます。壁には可動式のフッ
クが付けられ、好きな位置に洋服や装
飾品をかけ自分らしく過ごしていま
す。

場所がわかるように、ポスターを貼っ
たり、空の牛乳パックを利用して作っ
た足置き台をテーブルの下に設け、安
楽な姿勢の保持ができるようにしてい
ます。

フロアに季節季節の飾りつけをし、
行った行事の写真を貼り想い出を楽し
む会話をしたりしています。

ホーム内からも周辺の自然環境を臨め
る快適な空間となっています。リビン
グの一角に畳スペースを設け、レクリ
エーション時の舞台や寛ぎの場として
います。廊下に多くの行事写真を掲示
し、利用者も家族も楽しみに観ていま
す。

ソファに座ったり、畳を敷いてあるフ
ロアの一角に座り、いつもの椅子の席
とは違う感で静かに過すこともありま
す。

希望時は、手紙や電話のお手伝いをし
ています。家族や友人とのつながりを
大切にしていけるよう支援していま
す。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　○　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームいずみ

2F　とまと

 事業所名

 ユニット名
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グループホームいずみ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念は玄関と事務所の目の届く場所に
掲示し、毎月会議の中にて月々の目標
を決め、朝の申し送り時に再確認し必
要に応じて話し合いを設けています。

地域の催し物にも参加し、ホームでの
行事に地域の方をご招待してふれあい
を大切にしています。

　

ホームの新聞「ふれあい」を自治会の
回覧板に入れてもらったり、掲示板に
も掲示してもらいホームの理解を得て
います。

　

会議を通して地域との交流を深めるこ
とができ、地域の方々の情報を得なが
ら指導をいただいています。年２回他
のホームと共同開催をして情報交換を
行っています。

定期的に福祉保健センターに相談、支
援の連絡を取り情報提供をして、指導
協力を得ています。
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グループホームいずみ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

研修会に参加し、職員に会議で報告す
る。職員全体が利用者の状態を把握
し、日々の生活の中で変化がないかを
話し合い、体の異常や言葉の暴力がな
いかを話し合い気をつけています。

家族会の意向をふまえ、外部からの不
審者の侵入の心配もあり、安全の為玄
関と各階の入口は施錠することとなり
ました。

各階に意見箱を設けています。それぞ
れ面会時は個別に意見等は、うかがっ
ています。家族会にて、再度話し合い
その意見を反映して行けるよう努めて
います。

勉強会を開き、職員の理解を深めるよ
うにしています。社会福祉協議会が主
催する成年後見人制度の研修に参加し
ています。

契約は入居前に行っています。充分時
間をかけて疑問や質問に応じ、納得を
得た上での入居となっています。
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グループホームいずみ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

外部の研修には積極的に参加し、法人
内部では内部研修としてスキルアップ
を目的にユニット内の交換研修を実
施、全職員のケア、知識向上に努めて
います。

代表者は管理者を通じて職員の要望や
意見を聞くように心がけています。
又、本部も個人面談等で意見や提案を
取り入れ反映させています。

年間休日１２０日の確保とシフトには
融通性を持たせ働きやすいようにして
います。突然の欠勤には、シフト上工
夫をこらし人数的に確保できるように
しています。

ご家族は元より、担当のケアマネー
ジャーにも生活状況や身体状況をおき
きし、安心して暮らしていけるような
関係づくりを行っています。

近隣のグループホームと年２回、運営
推進会を合同で行い情報交換を行って
います。
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グループホームいずみ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族が不安に思っている事を察し、
丁寧に説明し安心して暮らしていける
ように努め、信頼関係を築いていま
す。

グループホームは、どのような場所で
あるかを伝え理解していただき、ご本
人の状態や家族の心境など配慮し、
サービスに努めています。

ご本人が出来ることは一緒に行っても
らい、料理や掃除などを手伝って頂い
ています。職員も入居者も生活の場で
あることを認識できるように努めてい
ます。

ご家族との関係を密にし、施設の行事
等に参加を促しています。毎月、家族
にお便りを出し、共に本人を支えてい
く関係を築いております。行事と家族
会を同日に行い、多くの方が参加でき
るように工夫しています。

入居以前からの隣人や友人など気軽に
訪問していただけるような雰囲気作り
に努め、交流ができるようにしていま
す。馴染みの美容院などに家族の同伴
をお願いし、ホーム以外の方々と接す
ることができています。
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グループホームいずみ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

ホームを退所された後も、行事への声
かけをし参加して喜んでいただいてい
ます。この様な関係をこれからも続け
られるよう努めていきます。

皆で過す時間と、個別に話をしたりし
て過ごすことで、入居者同士の関係を
上手くいかせるためにも、職員がクッ
ション役での支援に努めています。

意志疎通が困難な方には、表情や日々
の行動から思いや意向を明確に把握で
きないことがありますが、ジェス
チャーやご家族の協力を得ながら、少
しでも本人の思いや希望等把握できる
ように務めています。

プライバシーに配慮しながら、ご家族
に情報を提供していただき、ご本人に
とってよりよい生活環境に近づけるよ
う努めています。

一日の生活リズムの中でパターン化さ
れたり、又、変化など記録している。
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グループホームいずみ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

日常の変化など職員間で連絡を密に
し、アセスメント・ケアカンファレン
ス・申し送りを通して課題をつかみ、
モニタリングなどで次の介護計画に反
映しています。

個別の生活記録に詳しく記入、申し送
りや申し送りノートにも記入し情報を
共有しています。

本人、家族の状況に応じて、通院や送
迎等、柔軟に対応しています。

町内会と連携をとり、地域との交流も
深めている。ボランティアの方にも声
かけを行い、生活を楽しめるようにし
ている。

訪問内科による健康管理をもとに、訪
問看護との連携を図っている。週に１
回の訪問歯科があります。従来からの
かかりつけ医の受診も行われていま
す。他の医療機関への受診も支援して
います。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

毎日の申し送りで入居者様の状態を把
握し、訪問看護時に詳しく伝え状態を
共有し、健康管理につなげています。

入退院時、病院にて家族と医師との話
し合いに同席し、情報提供を行い治療
への支援を行っています。

１・２階合同で毎月１９日に自主防災
訓練を実施している。又、地域の住民
の参加、消防署の協力を得ながら訓練
を行っています。

家族に対しても不安をいだかぬ様医療
体制を強化して行く。職員間で状態の
把握を共有していきます。

救急・応急マニュアルは、事務所の見
やすい場所に置いてあります。各自再
確認し日々のケアにあたっています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

排泄介助に入る時などは、本人の気持
ちを配慮したケアに努めています。

利用者様の表情や仕草を読み取り、職
員が察して対応しています。

利用者様一人ひとりが持つ生活のリズ
ムを、くずす事なく暮せるように配慮
して支援に向けています。

利用者様には毎朝身だしなみを整えて
頂いており、男性には髭剃りもおすす
めしてます。２ヶ月に１回の訪問美容
室を楽しみにしています。

普段とは違うイベントで作られる特別
メニューを、楽しんで頂いている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

一人ひとりの食事の体形に合わせ、ト
ロミや刻み常食で対応している。水分
量がどの程度とれているのか、職員全
員、常に意識して支援をしています。

利用者様によっては、ガーゼを使用す
るなど、状態に合わせた口腔ケアをお
こない清潔保持を保っています。

排泄チェック表を使用し、尿意のない
利用者にも時間を見計らって誘導する
ことにより、トイレで排泄出来るよう
支援している。あからさまな誘導では
なく、さりげなく声かけをしていま
す。

排泄パターンを把握し、水分強化乳製
品を摂取して頂いています。又、散歩
やラジオ体操などを行い便秘対策をし
ています。

入居者の入浴するタイミングをつか
み、気持ち良く入って頂く。又、服を
脱ぐ事を嫌がる入居者様には、安心し
て入浴して頂ける様に声のかけ方に工
夫を凝らしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

利用者様の健康状態を把握して、外気
浴・レクリエーションを行い、日中穏
やかに過ごしていただき、就寝して頂
く様に努力しています。

名前・日付（起床時・朝・昼・夕・眠
前）をしっかり確認して、服用してい
ただいています。変更があった時は、
ドクターの指示に従って服用していた
だきます。

利用者様それぞれの得意分野を活か
し、日常生活に取り入れて過して頂く
ように努力しています。

外気浴・散歩して気分転換して頂きま
す。普段と違った雰囲気の中で食事を
楽しんで頂くため、年２回外食を企画
しています。又、地域の方を行事に招
待し、交流を深めています。

ケアカンファ、会議でスタッフが話し
合いをし、代行しています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

入居者様の希望があった場合、ご家族
に電話をし内容を伝えています。

玄関やフロアに季節の花を飾り付けた
い、廊下には利用者様たちの行事に参
加された時の写真、あるいは作品を掲
示しています。

フロアーの一角に、仲間とお話ししな
がらテレビを見たり、お茶を飲まれた
りされています。

洋服等、使い慣れた物を使って頂き、
ご家族の面会時は、居室で一緒にお茶
を召し上がりながら過されておりま
す。

居室や自席のテーブルには、名前がそ
れぞれ書いてあり、ある居室では危険
防止の為道具での工夫もしておりま
す。
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　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームいずみ

目標達成計画 作成日：　平成　　25　年　7　　月　10　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1

ホームの近くには民家も少な
く、すぐ横に新幹線が頻繁に
往来があり、騒音が響き渡り｢
助けて、助けて」の声も、か
き消されてしまう。近隣の
方々に緊急であることを知ら
せる良い方法をどうしたらよ
いか。

新幹線の往来時に、昼夜でも、又どんな緊
急事態にも、通報可能な方法を考案する。

①運営推進会議、にてメガホン、手動式ハンド
サイレンの案も出たので本社と検討していく。
②防犯ブザーを購入しどこの範囲まで鳴る音が
届くのかを実施してみる。

12ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、
優先して取り組む具体的な計画を記入します。


